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京
大
ボ
ー
ト
衝
突

八
月
二±
百
、
京
大
端
艇
部
は
、

大
津
市
の瀬
田
川
で
漕
艇
練
習
中
に
端

艇
部
の
エイ
ト
同
志
で
鋤
突
し
、
一人

の
死
亡
者
と三
人
の
負
傷
者
を
出
し
た

両
艇
と
も必
要
な
安
全
襲
置
(腎
夜

閻
練
習
用
の自
灯
、ボ
ー
ト
先
端
の
ゴ

ム
製
装
置
)
の
な
い
ま
ま
に
練
習
し
て

お
り
、
無
謀
な
練
習
が
噴
故
の
原
因
に

ねなった
と
し
て
、
大
津
署
は
関
係
者
を

呼
ん
で事
情
を
調
へて
い
る
。

な
お
同
衝突
に
よ
り
京大
丁
学
部
学

生龍
村
d君
は
出
血
多
量
に
よ
り
死
亡

し
た
.

各
派
が
方
針
演
説

8

・
3
集

会

ま
だ
不
明
確
な
再
建
図

▽

「第
三
潮
流
且
闘
か
う
労
働
者
と
の
階級
的
統
一戦
線
」志
向
し
、
そ
の
中
で
「反
帝
全
学
迷

△

▽

を
再
越
し
よ
う
」
と
い
う
ふ
た
つ
の
集
会
か
、
社
、共
両党
分
裂
の原
水
禁
大
会
で
に
ぎ
わ
う

△

▽
京
都、
大
阪
で
相
つ
い
で
行
な
わ
れ
て
左翼
週
動
に
「ひ
と
つ
の独
立
し
た
潮
流
が
生
ま
れ
る

△

▽
こ
と
に
な
った
」
八
月
二
日
に
大
阪
で
行
な
わ
れた
「全
国労
働者
学
生桑
会
」
と
、
翌
三
β

△

▽
京
都
で開
か
れ
た
「全
学
速再
麹
準
備
今
国
学
生集
会
」
が
そ
れ
であ
る.

△

「全
学
連
再
建
準
備
全
国
集
会
」
は

三
日
午
後
二
時
か
ら
丞
弾
巾
内
先
一斗

(ぽ
ん
と
)
町
の
歌
舞
練場
に
全国
各

大
学
の
有
志
代
表
ら
約
六
肖
人
が
集
ま

って
開
か
れ
た
.

大
公
は
ま
ず
臓
長
に
東
大
教
饗
の
太

田
霜
を
遡
出
、
当
初
の
予
足
通
り
参
加

各
派
の
代
表
者
か
二
r分
ず
つ
塾
心
表

明
を
行
な
った
あ
と
決
議
文
と
ス
ロ
ー

ガ
ンを
いず
れも
潴
場
一致
で
採
択
、

イ
ン
タ書人
6唱
のろ
ち
に
、
同
四
恥
す

ぎ散
会
した
。

渉
譲
文
は
ま
ず顧
勾
以
来
の
日
鯨
会

談
粉
砕
、改
愚
阻
"
の
ス
ロー
ガ
ン

を
拓
け
大
衆
的反
対
闘
争
を
行
な
う

中
て
、
今
容
の
琢京
都
内
での
多
数

学
生
の
嗣
仏参
加
、
六
・
一九
を
玖

点
と
す
ζ
関
西
集
会な
ど闘
争
の
新

た
な
全
剛
的
な
高揚
と
、
四
・
一七

ズ
ト
を
大
き
な
契
機
と
しで
労
働
遷

動
が
新
た
な
段
階
に
飛
躍
し
た
こと

を
確翻
し
、こ
のよ
う
な
転
換期
に

お
い
て
は
旧来
の階
級
闘
争
の
性
格

の変
化
に対
応
し
た
政
治
的
緒
集
と

運
動
訟
が要
謂
さ
れ
て
い
る
と
し
て

8・2集会先斗町歌舞練場にて

 

山
岳

部
ネ

パ
ー

ル
へ

.聖

域
"
の
学

術
調

査

ぬ
岳
部
(部
畏
小
野
寺
幸
之
進
教

授
)
は
、
ネ
パー
ル
ヒ
マラ
ヤ
の
処

毎既
ア
ン
ナ
プ
ルナ
南
峰
(七
、
二

宥
六
溜
)
の
登頂
、
モ
デ
4
コー
ラ

川
源
流
地
域
の
学
術
凋
薮
を日
的
と

し
た
遠
御
隊
(樋
口
明
牛
隊
畏以
卜

六
人
V
を
送
る
計
画
が
正
式
に
雛
可

が
出
た
の
で
二
十
五
日
、
先
発
の
三

人
が
神
μ
港
か
ら
出
発
し
、
樋
n
隊

長
ら
残
る
三
人
も
金
月
末
か
ら
来月

中
旬
ま
で
に出
発
す
る
.

一行
は
九
月
卜
旬
に
現
地
へ
集
納
し

十
月
不
旬
ま
で
登
頭
と調
査
に当
た
る

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
は
モ
デ
4
コー
フ

川
流
域
で
現
地
で
は
4
域
"と
呼
ば

れ
て
い
る
永
踏
地
で
あ
る
.
学
術調
査

は
五
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
ら
れ①
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
積
辮
状
態
、
ナ
ダ
レ
の勘
き力

な
ど
防
災
的
な
原
因
の
検
紺
②
ビ
リ、ラ

ヤ
の
藁
草
リ
ス
ト
を
つ
く
り
、
標
本
を

持
ち
帰
り
、
化
学
桐
血
を
分
析
、
新
薬

の
開
発
に
役
だ
て
ぞ
③
ヒ
リ、ラ
ヤ
の
も

も
と
の
植
物
の
分
布
を
調
べ
、
現
代
の

救
焙
楓
物
の
原
型
と
進
化
の
過
智
を
さ

ぐ7
④
紫
外
線
の
虹
い
ヒ
マラ
ヤ
地
力

では
、
化
浮

が
お
か
さ
れ
て
、
使

用不
可
能
にち
義
例
が
多
く
、
繊
紛
の

屑
や製
品
の織
り
力
、
染
め
力
の
違
い

に
よ
る
戴度
の河
な
ど
孝調
べる
.
将

来
の
薪

旅
行
で
の
飛
初士
の衣
服
の

斡
製
に
役
y
て
ろ⑤
男
敢
で知
ら
41る

グ
ル
ン
族
の
牛
活
や
習
慣
、
艦
仰
を
研

究
す
る
.

遭
征
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り.

隊
畏

樋
口
明
些
(三
凶
)
訪
匁
耕

いる
.
ま
た
再
建
全
学
迎
の
課
題
は

①
日縣
ー
憲
泓
と
い
う
口
本
プ
ル
ジ

ョ
アジ
ー
の攻
勢
の
性
格
を
明
ら
か

に
し②
そ
の中
で労
働
遷
動
再
謝
の

方
向
を
明
ら
か
にし
てさ
ら
に
③
全

体
的
な
陪級
闘
争
の中
での
学
生
運

動
の
役
割
を確
惣
し
て
いこ
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
.

決
議
文
は
反
米
闘
争
に歪
曲
を進
め

る
日
共
灯
平
民
学
遡
を
排
し
、
最後
に

令
学
連
再
建
に
つ
い
て
は
「臼
韓
闘
争

を
進
め
る
中
で
十
月
に
全
学
連
蔦
建
¢

旗
の
下
に
紬
集
し
、
1
。」
・0
批
准

防
衛
庁
間
閤
な
ど
に
対
決
し
て
い
こ

う
」
と
結
ん
で
い
る
.

こ
れ
よ
0
さ
き
、中
果大
の
味
岡
沼

は
集
会緑
括
の中
で従
来
の
全
学
運

再
難
運
動
の失
敗
を
反
省
し、
十
月

都学
運再
廻
、
十
二
月
令学
遡
再
建

罐
筆
毒
L

各
派
と
も
ま
だ
員
林
的
な
日
罧
と
し

て
積
極
的
に
取
縄
ん
で
い
る
様
子
は

少
な
く
、
盛
ま
り
も
決
し
て
十
分
と

は
い
え
な
か
った
.

こ
れ
は
公
楊
の
歌
鈎
練
場
側
が
一百

午
後
に
な
って
会
場
使
用
拍
否
を
集
会

準
備
委
に
申
込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず

集
会
が
開
か
れ
た
た
め
、
双
乃
で
も
め

たす
え、
キ
催
者
が折
孔討
論
と
デ
モ

ン
ス
ト
レー
ソ
ヨ
ン
を
と
りや
め
た
こ

と
に
も
原因
が
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
平
民
学連
と
革
マル
派
を

除
く
学
生
運
動
の
あ
ら
ゆ
る潮
流
の

代
長
、
墓

罫
一司
に
会
し
て
全学

一
避
再
難
で
一致
を
み
た
と
い
う
こ
と

の
集
会
は
そ
の
実
現
を
も
っ
て
ま
す

ま
す
高
く
評
価
さ
れ
る
集
会
と
な
う

ろ
.
な
お
集
会
兎

マル
同
中
核
派

究
所
教
授
、
理
堺
、
学
士
山
岳
会
公

員
・檀
齋
、
ナ
ダ
レ
の
研
究
担
当
▽

副
隊
長
卜
尾
庄
一
郎
(二
六
)
大

学
院
薬
学
研
究
科
学
生
、
学
士
山
岳

会
会
員
・薬
草
の
研
究
揖
当
▽
隊
員

吉
野
翼
辺
(二三
)
農
学
部
農
林
生

物
学
科
四
回生
・撤
物
の
研
究
担
当

▽
同
本
村
邪
昭
e
=
)
払
7
部
政

治
雛
攻
四
回
生
・グ
ル
ン族
の
研

究
釦
当
▽
同
筋
田
弼
代男
(【=
)

τ
学
部
晶
分
イ
学
科
二
同
生
。繊
維

の
研
究
担
当
▽
同
」
田
多
(二
〇
)

卿
.、蓬

琢
物
環
学
科
三
回
生
・
積

繋
、
ナ
ダ
レ
の
研
究
颯
当

の
発
薯
が
自
派
を
全
蓑

派

と
名
乗
っ
た
た
め
会
場
は
ヤ
ジ
で
一

時
混
乱
し
た
.

…
●1

5
ー

回
全
国
労
働
者
孚
襲

難
労
働
者
政
治
組
織
誕
生
か

関
西一
ンド
・革
共
同
全
国
委
等
の

才
偽
によ
る
「日
幹
会
談
粉
砕
・憲
法

改
趣
阻止
・反
戦
合
同
労
働
客
学
牛
集

会
」
は、
八
月
一百
午
後
±
一晦
三
十

分
か
ら大
手
前
国
民
会
館
に
、
や
周
の

労
働
者
・学
刈等
約
千
七
白
人
を
集
め

て
開
催
さ
れた
。

同
集
会
は今
壷
闘
の最
大
の
や
ま
場

で
あ
っ
た
四
二
七
ス
ト
の崩
域
過

親
を
通
じ
て
生
曜点
に
お
い
て、
民

同
・ロ
共
の
指
郡
を
の
り
こ
え戦
闘

的
に
闘
二た
労
働
堵
を
「労
働者
・

学
生
政
治
組
織
」
と
し
て
瓢
集
し
ム,

後
の
闘
争
の
力
向
を
明
ら
か
に
し
て

ゆ
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
安
保
以
来

四分
航裂
を
電
ね
て
来
た
新
九
調
諸

潮
流
が
、
四
・
一七
総
括
の
も
と
に

第
三
潮流
と
し
て統
一を
志
向
し
は

じ
め
た
も
の
とし
て戦
後
の
労
働
運

動
・学
生
運
動
に
大き
な
転
換
点
を

か
く
し
た
。

同
集
会
は
ま
た
次
の
婁
つ
な
統
一
(ゴ

チ
ソ
ク
)
サ
ブ
各
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か

}
げ
て
い
る
.

脚
、
日

と迎
鵬の

十

一
組
織
千
七
百
人
が
結
集

政
集
樋
旦
翼
会
鮫
を
窃
騨
せ
よ
ー
憲
沫

改
響
鎚
!

鯨
国
人
民
の
英
欝
的
決
起
を
支
持
し

臼
鄭
労
働
名
人
民
の
連
帯
行
動
で
闘

お
う
.

国
会
憲
払
黍
飯
会設
齪
反
対
/

一
、
需図
圭
穣
看
と
ヌ
タ6
リ
ン
主
磯

看
の
後冥
唇
豊硝
窃
砕
/

ギ
マ
ン
的
骸
杭
条
約
反対
ー
米
ン

地
卜
翼
験反
対
/
中
梛
核実
験
準
備

反
対
/

葡、
社
共
の
裏
切
り
を
乗
り
麗署
載闘

的
労
働
看
、
学
生
の
統
一行
動
を
脚
化

せ
よ
/

日
本
壷
国
主
■
打
倒
の
聖
列

を
慰
化
せ
よ
/

庶曲
の
嘉
切
り
的
総
基
訴
さ
ず
、

轟

闘
の
人
軸
賃
1
げ
の
決
定
を
準

備
し
よ
う
.

配
転
・首
切
り
・
労働
強
化
等
の
資

本
家
的合
卿
化
を
、
徹底
し
た
抵
抗

闘
争
で
劃
ち
敬
れ
!

東
南
ア
.ンア
人
民
の
反
帝
闘
争
を
支

擾
し
、
帝
国
午
農
者
の
一切
の介
入

5
訥
す
な
/

岡
ス
ロ
ー
ガ
ノは
、
大
阪
に
お
い

去
る
六
月
二
十
七
H
開
か
れた
八
・二

集
会
実
行
蚕
員
会
綿備
会
に
お
い
て
決

冗
さ
か
た
も
の
で
あ
る
が
、
サ
ブ
ス
ロ

ー
ガ
ンに
つ
い
て
は
参
加
各
組
織
の
留

保
は
承
認
さ
れ
た
。

集
会
は
、
集
会
実
黛
爵
震

(長
船

牡
研
)の
あ
い
さ
つ
の
あ
一.た
の
ち

議長
団
と
し
て
三
名
を
選
出
、
議
箏

運営
委
奥
には
、
参
加
各
組
織
か
ら

一名
ず
つ別
十
一名
が承
耀
さ
れ
て

議
沸
に
移
った
.

議
串
は
、
各
組
繊
の
態
度表
明
か
ら

署

な
お
た
が
発
・鵠
に
艘
が

あ
二た
た
め
い
ず
d
も
苫
た
ら
ず
で
四

・
一七
制
共
を
の
り
越
え
て
臭
に
戦
う

労
働
者
・学
盆
の
政
治
組
織
を
確
V
し

よう
と
す
で
ζ
と
て
一致
し
た
に
と
ど

ま
り具
体
的
な
糾
織
固
題
、
今
後
の
巡

動力
向
に
つ
いて
は
目
罰
った
、(求
は

な
か
っ
た
.
しか
しを
堀通
竹
働
運
勘

研
究
会
・
長
船
利
研
・
動力
Ψ
労
糾
等

か
ら
は
、
自
己
の
闘
争
継験
から
∬
揚

さ
れ
た
黄
萩
な
報
ハ日がお
こ
な
わ
れ今

後
の
運
動
に
明
る
い
光
を
な
げ
か
け
て

い
κ
.
た
補
べ月
は
㌻
川
一⊥
11
栽
が
甲 次

の
順
序
で
お
こ
な
っ
た
.

(関
西
)
共
塵
土義
音
岡
盟
、共
産

主
義
背
同
盟
マル
ク
ス
主
義
戦線
、

全
電
通
労
働
運
動
研
究
大
会
、
革命

的
共
産
キ
義
者
同
盟
全
附
委
員
会
革

命
的
マル
ク
ス
主
義
派
、
第
四
イ
ン

タ
ー
ナ
ソ
ヨナ
ル
日
本
女
部
、
㎝
瞭

霊
義
共
曜
.り
暫岡
盟
、
マル
ク
ス
主

磯
、日年
労
働
名
同
盟
、
社
会
マ
義
㎡

什
同盟
ツ
生
班協
躍
会
、
共
向
マ
義

者.同
盟
、
鶉

的共
帝
主
義
肯
同
盟

を
團
委
員
会
。

こ
の
彼
、
集
会
実
行
委
員
会
よ
り
次

項
目
に
よ
ズ
基
調
報
仏

一、△,集
会

の
息
醸

=
、
転
換
点
に
》
つ田
界
憎

勢
♪勇
働
名
階
級

三
、
"
本
翫
国主

義
の
攻
撃
の
特
質
と
政
治
闘
争

匹
、

労
働
運
動
の
現
状
と
既
成
指
導
諾
の
問

題

五
、
戦
闘
的
労
働
名
の
当
仙
す
る

階
級
的
瀦
課
削
が
お
こ
ち
わ
れ
、
続
い

て国
労
、
長
船
利
研
、
や
宙
通
、
京
都

府学
逼
等
か
ら
恥別
お
よ
び
学
園
闘
争

報
辺
がお
こ
なわ
れ
た
が
、
特
に
、了園

闘
争報
粘
に
お
い
て、
十
=
月
命
W～巡

再
建
問
題
が
滑
目
さ
れた
.
報
粘
総
括

は
実
行
委
員
会
が
お
こ
な
った
。

最
後
に
、
参
加
名
拍
丁
で
前
紀
ス
ロ

ー
ガ
ン
お
よ
び
諸
決
畿
の
探
択
かお
こ

た
わ
れ
、
大
会
貨
、d些
承
超
し
て
血
時

す
ぎ
集
会
力轟
?
し
た
。

な
お
こ
の
餐
参
加
剰
冷
員
に
よ
r、て

大
丁
前
-
入
ド
橋
-
北
浜
ニ
ー
中
之

島
の
コー
ス
でデ
モが
お
こ
な
わ
れ

た
が
、
出
動
した
約
七
貞人
の
府
驚

機
向
隊
と
終
始
も
みムnい二
人
の
逮

捕
各
と
数
十
人
の
負
傷
省を
出
し
た

七
酔
頃
中
之
島
に
到
着
した
デ
モ
隊

は
、
各
組
織
に
分
散
し
て総
拓
巻
お

こ
な
い
八
財
す
音
流
れ
解散
した
。

漁
濁
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礫一

一潮

流
"
を

二
え

て

八
中
委

九
大
会
路
線
に
立
脚

ゼ
ξ

ー

、
ξ
≧
ミ
ξ
、
ξ
～
多
竹

情
勢
の
特
徴

国
際
傭
勢
の
中
心
は
、締
済
政
策
か

ら
民
族
問
題
に
移行
し
て
いる
。
冊
年

の
E
E
C
成
立
、ド
ル危
機
を
メ
ル
ク

マ
ー
ル
と
す
る
世
界
資
本
主義
の再
編

成
は
、
現
在
の
情
勢
を
規
定
し
て
い

る
.
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
B
本
にお
い
て政

府
ー
独
占
は
高
度
戒
長
の
下
で若
干
の

賃
上
げ
を
詐
容
し
、
冗
E
C
を
中
心
と

し
た
経
済
政
策
に
お
い
て
、
自
己
の
支

の
基
礎
を
み
い
だ
し
て
い
た
.
し
か

し
62
年
頃
よ
り
E
E
C
に
お
い
て
成
長

が
鈍
化
す
る
傾
向
が
聖
ま
れ
、
そ
れ

と
巽
に、
ヨ
ー
ロ
ッパ
ブ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
を中
心
と
し
て
、
イ
ン
フ
レ
政
策

合
理化
、
賃
金
抑
制
に
対
す
る
自
然
発

生的
な経
済
闘
争
が
登
場
し
た
.
そ
し

て
か
か
る
階級
矛
盾
に対
し
て
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
、
政治
的
に集
約
し
よ
う

と
し
て
い
る
。佛
にお
いて
は
ド
ゴ
ー

ル
の
外
交
政
策
(佛
-
欧
州
主
義
)
は

ル
ジ
ヱ
リ
ア
問
題
、イ
ンド
シナ
閥 ・題

N
A
T
O
閥
題
等
に
お
い
て
、
市
場

再
分
割
政
策
を
、
中
立
主
義
、
民
族
主

義
外
交
で
も
って
す
り
か
え
、
集
約
し

よ
う
と
し
て
い
る
.

伊
にお
いて
は
、
伊
共
躍党
が
E
E

G
縞
成
に
賛戊
し、
伊
人
民
戦
線
政
府

の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ーを
主
潮
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、危
機
に立
つて
い
る
.
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
ゴ
ー
ルド
ウ
2ー
タ
ー
の

登
場
は
、
中
・西
部
の新
輿
資
本
家
階

級
と
小
プ
ル
の
動
揺
、
不
満
に虻
脚
し

国
内
政
策
に
不
壬
厭
を
一挙
に外
交
政

策
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
す
るも
の

で
あ
る
.
こ
れ
に
対
し
て
、
民
主覚
は

南
部
の
反
乱
を
舎
み
な
が
ら
も
、減
税

法
案
を
中
心
と
し
て
景
気
の
上
向
に
支

え
ら
れ
、
ニ
ュー
デ
イ
ル
へ
の
方
向
を

持
ち
な
が
ら
も
、
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ

ー
、
罠
†
覚
南
部
の
あ
お
り
を
く
っ
て

保
守
的
な
外
交
路
線
、
国
内
政
策
に
向

お
う
と
し
、
ア
メ
リ
カ
資
杢
t義
の
構

造
的
矛
盾
の
集
中
的
反
映
た
る
黒
人
運

動
は
、
実
業
問
題
の
泓
化
と
共
に
、
公

民
梱
法
案
を
と
り
こ
え
て
、
ア
メ
リ
カ

独
占
体
-
国
家
権
力
に
対
決
す
ろ
方
向

を要
求
し
て
い
る
.

後
進
国
にお
いて
は
、
帝
国
主
璃

国
家
に
て再
分
割
の
新
た
な
段
階
で
、

傾
常
的
危機
が現
実
化
し
て
、
中
国
化

政
策
は
、中
ー
ソー
米
-
佛
(E
E
C

)
と
い
っ
た対
立
そ
のも
の
に
自
己
の

立
脚
点
を
み
いだ
す
後
進
国
民
族
ブ
ル

.ン
ヨ
ア
ジ
ー
の政
策
にな
り
、
後
進
国

の
革
命
工
廓と
先進
国
労
働
者
南
級
の

接
近
、
融合
の改
築
が必
要
と
さ
れ
て

い
る
.

そ
し
て
日
蚕
賃本
主
義
は
、
日
韓
会

談
か
ら
東南
ア
ジ
ア進
出
の
政
策
へむ

け
て
産
巣
構
造
の
管
理化
、労
働
者
階

級
に
対
す
る
賃
金
抑
制
政
策
ξ
甲心
に

お
い
て
い
る
.
経
済
政
策
を
中
心と
し

て
、
全
人
民
を
鎚
約
し
た
段
階
か
ら
諸

階
級
の
分
裂
に
自
己
の
支
配
の
基
礎
を

み
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
.
日
稗
会
談

は
、
南
朝
鮮
労
働
者
人
民
に
対
す
る
日

常
の抑
圧
と
、
臼
本
の
労
働
看
に
対
す

る排
外
主
義
への
集
約
の
政
策
で
あ
り

開放
体
制
へ
の移
行
の
中
で
、
中
小企

業
、農
業
の動
揺
と
労
働
者
階
級
の
不

満
の増
大
す
る
中
で
巨
大
な
行
政
描
の

内

陽

拡
大
、
帝
国
主
義
的
軍
備
増
強
等
が
改

憲
に
築
約
は
さ
れ
、
さ
ら
に
国
際
的
な

日
本
帝
国
主
義
の
関
係
の
表
現
と
し
て

70
年
玄
保
再
改
疋
が
提
起
さ
れ
、
近
代

化
福
祉
国
家
政
策
か
ら
、
申
立
主
義
を

媒
介
と
し
て
独
自
外
交
、
民
族
主
義
に

基
測
を
お
い
て
い
る
.

市

民

主

義

闘

争

の

崩

壊

の
後

に

市
民
的政
治
醐
争
は
、
学
生
運
動
に

お
い
て
は
斑年
の八
中
委
ー
九
大
会
以

降
の
迎
動
が
、砂
川
、勤
評
、K
職法

安
保
と
い
っ
た
請
閲
争
の過
罹
で
の全

一人
民
は
統
一戦
は
ど
の
よ
う
な性
格
を

持
ち
、
内
部
に
お
い
て
、
ど
の
よ
うな

ヘ
ゲ
モ
コ
ー
が
貫
徹
し
て
い
た
か
を表

現
し
た
も
の
で
あ
る
.
そ
し
て
我
々
が

か
か
る
市
民
的
統
一戦
後
の
崩
壊
を
主

調
す
る
の
は
、
何
よ
り
も
か
か
る
運
動

を
必
然
化
さ
せ
て
い
た
、
労
働
者
階
級

の
経
済
闘
争
と
政
治
麗
争
の
存
花
様
式

と
関
係
が
資
不
王
義
の
運
動
そ
の
も
の

に
よ
って
必
然
的
に
変
化
分
解
し
た
こ

と
で
あ
り
、
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
条
件

の
中
で
、
政
治
闘
争
f
統
一戦
線
を
ど

のよ
う
な
ヘゲ
モ
ニー
で
従
来
の
市
民

的
統
一戦
線
を
分
解
し
て
し
ま
う
か
と

い
う
こ
と
で
あり
、
我

は々
、
市
民
主

義
的
意熾
に立
脚
す
る
こ
と
を
放
棄
し

て
い
る
の
で
は
な
い.
問
題
は
、
か
か

る
迦
動
の展
開
か
、学
生
運
勘
が学
生

イ
ン
テ
リ
ゲ
ンチ
ャ
の大
学
闘
争
ζし

て
、
第
二
期階
級
闘
争
に
お
け
る
、
学

生
連動
の如
く
、反
権
力闘
争
を徹
底

化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か

に
急
進
主
義
運
勘
の最
左
派
か
ら
、
連

続
的
に
、
市
民
セ
義
そ
の
も
の
を
応
援

す
る
部
分
を
生
み
だ
し
、
運
勘
の
ヘ
ゲ

モ
ニ
:
を
貫
徹
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

運
動
の
発
展
が
、
急
速
に
、
必
然
的
に

市
民
主
義
を
分
化
し
、
か
か
る
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
対
す
る
、
我
々
の
葱
識
性
、

思
想
性
の
貫
徹
を
ぬ
き
に
し
て
運
動
の

そ
れ
以
ト
の
莞
展
が
追
求
で
き
な
い
し

そ
の
趣
識
性
、
思
想
性
の
内
響
こ
そ
が

語
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る

第
二
期
の
学
生
運
動
が
、
肩
本
帝
国
主

義
の自
立
化
に
対
し
て
反
帝
、
日
帝
打

繭
と
いう
こ
と
が
・
舞

な
箋

生
き

.f
璽
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と
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
語
ら
れ
、

市
民
的
統
一戦
線
内
部
に
お
け
る
ダ
イ

ナ
ミ
ック
な
戦
術
の
展
開
に
よ
っ
て
、

い
わ
ば
、
権
力
に
ど
れ
だ
け
肉
追
す
る

か
と
いう
こ
と
が
、
毬
鍵
皿の
承
要
な

メ
ル
ク
マー
ル
で
あ
った
す
る
な
ら
ば

現
在
の
我

は々
、
そ
の
第
一を
4
・17

ス
トを
㌍心
と
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

ー
ト
の内
的
矛
屑
の
展
開
に
目
を
両
け

な
け
れば
な
ら
な
い
.
4
・17
ス
ト
は

総
評
幹部
(太
田
-
岩
井
)
の
危
機
と

日
共
四
申紛
路
線
序
真
体
的
に
示
し

た
.
そ
し
て
それ
以
上
に
、
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の闘
争
慰
欲
と
、
今
後

数
耀
の
階
級閣
争
の恭
調
と
な
る
で
あ

ろ
う
階
級図
争
に
おけ
る
経
済
闘
争
と

政
治
闘
争
と
の
今後
の
問
題
を
示
し

た
.
そ
し
て
、
そ
れ
は
経済
的
政
策

に
よ
って
策
約
さ
れ
た時
代
か
ら
、
逆

に
経
済
的
危
機
に
よ
る
自然
発
生
的
級

済
闘
争
に
対
し
て
、ブ
ルジ
ョア
ジ
ー

は
福
祉
国
家
型
の
幻
想
支
配
と
、対
外

政
策
ー
排
外
主
義
に
樂
約
し
よう
と
し

逆
に
我
々
は
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の徹

底
化
の
申
に
、
日
韓
-
懲
法
闘
争
と
い

う
政
治
㎜
争
が
、
プ
ル
ジ
ョ
ア
ー
ジ
ー

の分
裂
支
配
に
対
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
ヘゲ
モ
ニー
に
よ
って
結
合

し
て
いく
"

犀
た
オ
ー有

オ
い

4
。17ス
ト
を
契機
にお
こ
な
わ
れ
た

潜
作
的
で
は
あ
る
が
第三
潮
流
への
分

化
は
、
か
か
る先
進
的
労
働
者
第
団
が

か
か
る
闘
争
の
荷
い第
で
ある
こ
と
を

示
し
て
い
る
し
、
こ
の
第
三
潮流
と
の

結
合
、
そ
し
て
こ
の
績合
の現
在
の
段

階
に
お
け
る
内
容
を
長
期
的
に位
置
ず

け
る
こ
と
こ
そ
が
沼
ら
れ
な
け
れば
な

ら
な
い
.
そ
し
て
第
二
は
、
現
実
の大

衆
週
渤
に
お
い
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
アジ
ー

宜
伝
の
中
心
と
.
か
か
る
、
寛伝
に包

摂
さ
れ
る
市
民
主
義
、
民
族
宅
義
に対

す
る
我

の々
愈
欲
的
で
あ
る
、
日
韓
闘

争
に
お
け
る
、
李
ラ
イ
ン
閥
題
、
南
朝

甲欝
の
百
日
帝
遷
動
、
南
北
乎
和
的
統
一

閥
題
イ
ン
ド
シ
ナ
閥
題
に
お
け
る
、
ド

ゴ
ー
ル
の
中
疏
提
案
、
南
ベ
ト
ナ
ム
へ

の
医
療
団
派
遣
、
さ
ら
に
ボ
ラ
潜
舟
港

閥
題
に
お
け
る
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
粉
争

にま
き
こ
ま
れ
る
か
ら
反
対
と
い
う
社

会党
の方
針
と
い
った
具
体
的
な
聞
題

か
ら
、我
々
の意
欲
性
を
頁
徹
し
な
け

れ
ば
なら
な
い.
そ
の
申
心
は
国
際
主

義
ー
イ
ンタ
ー
ナ
ノ
ヨナ
リ
ズ
ム
と
、

徹
底
した
民
キ
主
義
ー
国
家
の
幻
想
支

配
を
の
り
ζ
えた
思
想
で
あ
ろ
.21

八
月

集
会

と

月

全
学
連

再
建

8
月
謬

4
・
17
スト
を
契
機
に

潜
在
的
で
は
あ
b
が
生
みだ
さ
ルた
、

第
.二瀬
流
を
広
範
な
戦
線
の結
成
の
中

で
、
既
戊
左
翼
か
ら
の
離脱
を
、単
な

る
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
か
ら
、
碍未
主

義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
中
に

お
い
て
、
員
体
的
な
大
衆
闘
争
の
中
で

一

塾
ノ

一

と
規
綱
した
郎
隊
を
鮒
出し
、
そ
れ
を

反
帝
国主
墓
蚤
霜
力
の樹
立
と
し

段
置
し
て
い
く
と
い
う
翼

の

第
一歩
を打
ち
固
めた
だろ
.
そ
し
て

麗
腸鰐
錫
鑓
鍾

欝
雛
雛
雛
錘
璽

動
が
三
つ
の
方
向
に
分
化
し
て
い
っ
て
}

い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、単
に
八

・三
全
園
学
生
災
会
に
締
果
じた
潮
流

で
の
み
再
建
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し

広
範
な
統
一戦
纏
の
紬
成
の
中
で
、
我

々
の
思
想
幡
の
貫
徹
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
、
他
の
部
分
の
分
解
と
い
う
ζ
と

を
樗
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

我

は々
当
面
開
か
れ
る
九
月
令
国
肖
治

代
を
、
九
州
学
連
、
兵
躍
県
字
述
、
大

阪
府
学
連
、
京
都
府
学
迷
、
東
京
都
学

連
再
建
懲
珊会
へ東
大
C
、
皐
一政
、

法
政
経
、
明
治
の
四自
治
会
医
学
連

で主
催
し
、
臼綿
憲
払
闘
争
全
剛
的
政

治
闘
争
と
し
て
の
展
開
と
い
う
こ
と
と

八
中
委
-
九
大
会
轄
線
に
立
脚
し
た
原

則
的
な
学
生
運
動
の
展
開
と
い
う
点
に

お
い
て
一致
し
、
現
在
の
段
隅
と
し
て

自
由
連
合
的
な
全
学
連
再
建
を
主
張
す

る
.
そ
し
て
そ
の
内
紹
的
な
変
革
こ
そ

が
問
題
な
の
で
あ
る
.
(岡
学
8
雲員

長
・京
大
エ
学
都
一一回
生
)

阪
府
連
大
会
は
流
会

購
盤

大
会
第
一日
は
、
阪
大
イ
け
釦講
堂

「全
学
連
」
を
呼

び
か
け

平
民
学
連
第
二
回
全
国
大
会

で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
薗
半
府
大
●

工大
二
部
、
学
大
池
田
の
各
代
議
資

格
審
査
で
紛
き
ゅう
し
た
が
後
半
執

行
部提
案
の
大
会
決
議
草
案
に
対
し

葡
大
・経
大
・平
艮
学
協
系
大
学

安
保
反
対
、
乎
和と
民
主主
義
を守

る
学
生
自
治
会
連
合
("平
民学
連
、

川
上
徹
秀
貝
畏
)
は
東
京
台
棄体
育
館

で
七
月
十
八
日
か
ら
三
日
間
「七
月全

困
学
生
藥
会
11
平
民
学
連
箭
二
回
全
国

大
会
」
を
開
い
た
。
こ
の
大
会
で
は
来

る
十
二
月
に
「全
国
的
自
治
会
連
合
」

を
再
廼
す
る
た
め
に
、
全
国
各
大
学
に

呼
びか
け
る
こ
と
を
確
認
し
た
.
再
翅

さ
れ
る連
合
体
に
は
平
属
学
迷
未
加
盟

校
の参
加
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
の動
き
が
注
目
さ
れ
る
.

咋
隼
の連
絡
会
議
か
ら
臼
治
会
連
合

に成
畏
し
た
結
成
大
会
に
次
い
で
二
度

日
で
、百
七
大
学
占
八
十
自
治
会
の
参

加
の
も
と
で歪
千
冤
百
人
の
学
生
が
出

席
し
た
.

大
会
で
は川
L委
鎚畏
が
基
調
報
告

を
の
べ
、平
民学
遷
の①
学
生
の
要

求
を
と
り
あ
げ②
ず
べ
ての
民
ま
勢

力
と
の
統
一を
守
り③
分裂
王義
者

と
た
た
か
う
と
い
う
三
つ
の課
題
は

正
し
く
、
令
国
自
治
会
の
六割
を
確

保
す
る
に
い
た
り
、
今
年
申
に
「全

国
的
自
治
藝

口」
の
納
成
を追
求

す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
.

つ
い
で
大
会
は
「全
日
本
の
学
生自

治
会
の
総
隷答
再
建
結
成
の
た
め
の

一
全
国
学
女
への
よ
び
か
け
」
を
採
択

し
た
.

平
民
宇
連
は新
し
い運
合
体
に
は
他

潮
流
の加
人
持予
疋
し
、
よ
り
新
し

い段
階
で
の
統
一
のた
め
の
た
た
か

い
を開
始
す
る
と
し
てい
る
.

こ
れ
に
対
し
て
今
ま
で一二派
連
合
を

形
成
し
て
い
た
杜
学
同
、社
彦
同
、
マ

ル
学
同
中
核
派
は
構
改
派
にも
よ
び
か

け
東
京
の
都
学
述
再
廻
と
と
も
に十
ご

月
全
学
連
再
難
斎
め
ざ
し
、
マ
ル学
岡

革
マ
ル
派
だ
け
は
現
花
も
全
掌
運
は存

花
し
て
い
る
と
†
彊
し
て
い
る
.

平
民
学
連
の
動
き
に
よ
り
今後
各
派

の
活
動
が
激
し
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ

一る
.

訂

対蓄

され嚢

行部

案
が
過
半数
渉得
て通
過
し
た
.

大
会
第
二
日
は
、岡
じ
く
阪
大
大
講

鶴
57
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、再
度
府
大

代
騒
員
権
で
平
民
学
協
系代
議員
が不

参
加
を
決
定
入
場
を
こ
ぱ
ん
だ
、続
い

て
大
公
継
続
に
つ
い
て
阪
大
と
市
大
・ 経

大
が
意
見
'〃貞
に
し
、
府
大
・経大

代
厳
員
の
退
場
で
流
会
と
な
っ
た
.

こ
の
た
め
残
り
の
代
謹
賃
は
「大
会

は
一晴
休
会
、
そ
の
間
執
行
委
員
会
が

指
導
に
あ
た
る
.
継
続
大
会
と
し
て
九

月
か
十
月
に
お
こ
な
う
」
こ
と
を
決
議

し
、
四
時
散
会
し
た
。

京
大
に
も

建
築
ブ
ー
ム

現
在
京
大
で
は
、
あ
ら
ゆ
空
地
が
新

校
舎
建
築
のた
め
に堀
か
え
され
、
足

場
が築
か
れ
て
いる
.
ま
ず
故
養
部
で

は
、南
端
の
E
母餓
横
に藁
西
に
ノ
ベ

敷
地
七
〇九
坪
の
狸設
が
進
み
、
本
部

図
書
館
裏
で
は
経
済研
究
所
の
地
下
一

地
L
三
階
ノ
ペ
六九
〇
坪
の
新
研
究

所
工
購
が
圭
る
七
月
二十
二
日
起
工

し
、
熊
野
教
育
学
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
、
地
ヒ
四
階
ノ
ベ
七
六
六
坪
の
新

寮
が
漕
工
さ
れ
て
い
る
こ
の他
、
工

学
部
で
は
工
研
跡
に
原
子
核
教撃
が
又

機
械
第
一一教
整
、
交
通
土
木
等
が新
教

室
.ぜ建
没
し
て
お
り
理
学
部
で
は
、化

学
科
、
物
瑠
学
科
、
ヘ
リ
ュ
ー
ム
液化

装
置
の
た
め
の
建
物
な
ど
が
現
在
工
事

を
お
こ
な
って
い
る
.

文
学
部
は
最
近
完
工
し
た
新
校
脅
の

横
に引
っづ
き
第
ご
期
工
霜
を
お
こ

な
い
、病
院
でも
看
護
婦
寮
を
建
設

中
で
あ
る
.こ
れ
ら
の
新
廼
築
郡
は

ず
れ
も
三
十九
年
度
中
の
完
成
予
定

で
工
串
を
い
そ
い
で
いる
.
こ
の
他

来
年
度
に
予
算化
さ
れる
も
の
も
相

当
あ
る
の
で
こ
こ
数年
は建
築
の
ソ

チ
音
は
や
み
そ
う
に
な
い
.


